
IKUNO×グローバルは生野区ブログでも発信しています。
検索　生野区 チームいくみん通信

生野区在住で、古い家屋をリノベーションし、自
分らしい暮らしをしている方を紹介してください。
連絡先 　企画総務課　☎06-6715-9683

〒544-8501  生野区勝山南3-1-19

★空き家の相談はこちら
地域まちづくり課 4階44番  ☎06-6715-9734

“きらりと光る”ものづくり企業を
たくさん紹介しています。

検索　生野区 ものづくり百景

株式会社 三栄金属製作所
（中川東1-8-19）
☎06-6754-7682
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株式会社三栄金属製作所

リノベし
てステキに暮らす！

IKUNO
グローバル

×

60ヵ国以上の人が暮らすまち ものづくり企業は地域の誇り

日本まで
8時間

出身はタイの最北端の街、チェンラーイ。のどかで素朴なまちで、冬
は朝晩10℃を切って肌寒いところ。料理も派手なものはないけど、田
舎料理がおいしいんですよ。主食はもち米で、毎日食べてました。で
も、もうタイにいた時間より、日本の方が長くなっちゃった。日本では
家族４人で、こどもが小さい頃は、年2回の家族旅行をみんな楽しみ
にしてて。いろんな所に行きました。こどもたちは私が作るタイの田
舎の家庭料理と日本で覚えた和食を食べて大きくなりました。

　近鉄今里駅から高架沿いを西に5分ほど歩いたとこ
ろに、ひと際目を引く鮮やかな黄色のお店。２か月前に
オープンしたばかりのベトナム料理店「2000 Đồng」だ。
　お店を運営するのは、６年前にベトナムから来日した

ミンさん。ベトナムの高校を卒業後、日本の大学で経
営を学んできた。日本語も流暢だ。
　「そのまま使えるものはなかった」という傷みの激し
かったこの場所は、もと喫茶店。大がかりな改修が必
要でもここに決めたのは、一目でベトナムの家が目に
浮かんできたから。真ん中にドアがあり、それを挟むよ
うに２つの窓。まさに、こどものころ幾度となく描いて
きた家の絵そのものだった。
　色は迷わず黄色に塗り替えた。ミンさんの記憶にある
ベトナムのお店はどれも黄色だったからだ。店のロゴに
も使われている木の葉でできた円錐の笠帽子は、店内
にもたくさん飾った。一つ一つ異なる笠の絵はミンさん
が描いたもの。少ない資金ながらも、できる限りベトナ
ムを感じられるようにと、工夫が随所に凝らされている。
　店名にあるĐồngとはベトナムの通貨単位のことで、
2000Đồngは日本円にして約10円だ。貧しい家庭で
育ったというミンさん。幼い頃のある日、お店で売られ

ていた鉛筆削りが、どうして
も欲しくて大泣きしたという。
ミンさんの母親は、とうとう
２日分の食費に相当する
2000Đồngでその鉛筆削りを
買ってくれた。その時の母親
の気持ちを忘れたくない思い
から店名につけたという。
　「おじいちゃんになったら
ベトナムに帰ろうかな」そう
話すミンさんの心の原点は
いつも、在りし日の家族との
思い出がつ
まった故郷
にある。

　三栄金属製作所は、排水口に取り付ける金具など、水まわりに
使われる商品を主力とした会社だ。こうした商品を一貫生産す
るには、設計、金型、プレス、樹脂加工、バフ研磨まで、各工程で人
の手が必要になる。町工場は後継者や人手不足に悩むこともあ
るが、同社は10年以上前からベトナムからの研修生・技術者を
迎え入れ、育てることで、多くの社員と共に業績を伸ばしてきた。
　「社員あっての会社。みんなにやりがいを持って気持ちよ
く働いてほしい。」と話す社長の文さんは、努力が結果に結
びつくような人事評価を行ったり、社員と一緒にボランティ
ア活動に参加し、地域との関係を築いてきた。その甲斐あっ
て、離職率は低く、外国籍の社員も、結婚してマイホームを
建てたり、定住者や永住者にとなり夢を叶えていっている。
　同社は信頼関係を一番に優先したいとの思いから1業
種1社からの受注としているが、取引が狭まることはない。
一貫生産できる同社
の強みを生かして、魅
力ある商品を提案して
きた結果、日々たくさ
んの注文が舞い込む。
現在、国内7拠点とベ
トナム1拠点の工場が
忙しく稼働中だ。

ブログでは写真を追加して
紹介しています。

今里に誕生した
夢と希望を乗せた
ベトナム料理店

働くことが大好き

金型、プレス加工、樹脂成型で一貫生産を実現！
お客様が価値を見出す商品をこれからも

▲社長の文敬作さん
ぶん けいさく

★2000 Đồng
（新今里1-4-7） ☎080-3801-3615

もっと知れば
もっと好き

今までホントにいろんなお仕事をしてきました。で、行きついたのがタ
イ料理屋さん。家族のためだけに作ってきたタイ料理だけど、今はたく
さんのお客さんに作ることにやりがいを感じています。料理屋さんは
やっぱり体がしんどい時もあるけど、常連さんがホントにやさしくて。
お店を急にお休みにする時もあるけど、常連さんが「お母さん、ゆっく
り自分のペースでね」とか「お母さんのタイ料
理が食べれなくなるのが一番困る」って言って
くれるんです。気軽にはじめちゃった料理屋さ
んだけど、簡単にはやめられそうにないです。
だってみんなおいしいって食べてくれるから。

タイ料理店店主。お店をオープンし
て2年、常連さんからは「お母さん」
と呼ばれ、ここ生野で、おふくろの
味タイ料理版をふるまう。

（サワディー カー）

こんにちは!
สวัสดี ค่ะ

うちではベトナムの方が
たくさん活躍してくれてます！
みんなに夢を持ってほしい。

独立していく人も、
継続して働いてくれる人も、
ずっと応援していきます！

日本に来て30年

▲マンションの1階にあるお店。
　店内は異国の香りがする。本格的なベトナム料理に、
　もうすっかりベトナムを旅しているような気分になる。

◀笑顔が印象的な
　ミンさん。
　ここ日本でお店を
　成功させたい、
　そう願う若き青年は
　夢と希望に満ちている。

▲ベトナムの代表的料理フォー。
　日本人のお客さんからのオーダーが多いという。
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2020年「はばたく中小企業・
小規模事業者300社」に
選ばれました！！

▲家族のように和気あいあい
　とした雰囲気の職場

▲同社が生産している
　水まわり商品の一部▲カオマンガイ
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